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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

５月仙台市若林区で行われた被災者応援イベント「サンピアフェスティバル」でシャボン玉遊びをする子どもたち

ー未曾有の国難、日本は復興できるのでしょうか？
やなせ：（笑みを浮かべて）出来るに決まってるじゃな
いか！あの戦争だって日本は焼け野原になって、原爆を
ニ個も落とされて人が何十年も住めないと言われたん
だよ。それがあそこまで復興できたんだから。日本人は
粘り強く、正しく立派に生きている人たちです。間違い
なく復興できますよ！
　ある雑誌のインタビューにアンパンマンの著者として
知られている現在92歳のや
なせたかしさんはこのように
答えたそうです。
　東日本大震災の現場では着実に復興の足音が響いて
います。世界中の人々が日本に関心を寄せ、支援の手を
差し伸べてくださっています。私たちの震災復興活動
のベースキャンプ（仙台YWCA）にも本当にたくさんの
地域、国から自らの手を差し伸べたいとボランティアの
みなさんが集まってきてくださっています。また被災者
の方々は避難所生活から仮設住宅での新しい生活も始
まっています。
　しかし、家族を失い心に大きな傷を抱えた人々がた
くさんいらっしゃいます。前に向かって進みたいけれど

も、心が伴わない苦しみの中で悶えている人々が大勢
います。そして、それでも前に進むしかないと懸命に生
きている人々の姿を目にします。被災地の学校では再
開した日に、校長先生が生徒に「これからの人生は亡く
なった友人のためにも生きよう」といわれ、子どもたち
もその言葉を胸に刻んで、いろいろな制限の中でもすべ
てのことに一生懸命に取り組んでいます。
　復興への道はまだまだ険しく、なかなか先が見えな

い闘いです。しかし聖書には「患
難が忍耐を生み出し、忍耐が練
られた品性を生み出し、練られ

た品性が希望を生み出すと知っているからです。この希
望は失望に終わることがありません」（ローマ人への手
紙5章3-5節）という言葉があります。復興へは長い忍
耐の時期、そして練られていく期間を経て希望が与えら
れることを示しています。しかし、冒頭のやなせさんの
言葉にもあるようにこの国はきっと復興する、そして希
望は失望に終わらない、そのことを信じて、日本国際飢
餓対策機構は被災地のなかでボランティアさんや被災
者の皆さんとともに東北での活動を続けていきます。

　日本国際飢餓対策機構 常務理事　清家弘久
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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米
の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。

希望は決して失望に終わらない

　三重県の社会福祉法人キングス
ガーデン三重は、グレース宣教会
（大阪）と共催で、東日本大震災復
興支援「市岡裕子ゴスペル＆トー
ク」チャリティーコンサートを６月
18日、大紀町コンベンションホール
で開催。当日は雨天にもかかわらず
会場定員の約500名が来場、同法人

が創立20周年を迎えたこともあり、
地元の大紀町と大台町から両町長を
はじめ多くの住民が参加、また東日
本震災復興支援への関心の高さを示
すものとなりました。当日は、会場
募金として51万175円（企業協賛
も含む）が当機構の東日本震災活動
のために寄せられました。コンサー
トでは市岡裕子さんが、家族の絆の
大切さを語り、歌とともに大きな感
動を聴衆に与えました。同法人とグ
レース宣教会は、当機構の被災者支
援活動に人財を派遣するなど多岐に
わたり継続的に被災者支援をして下
さっています。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガー・ゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□  JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　  毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□ 「世界里親会」に協力します。
　  説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□  海外派遣スタッフを支援します。
 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□  海外派遣スタッフを支える会の会員になり、 
 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
□  郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

	▼申込日：　 	　年	　月	 	日▼

▪ 東日本大震災復興支援
　仮設住宅の入居者に
　「置き薬」を無償で提供
　当機構では、東日本大震災の被災者
復興支援として７月より「置き薬プロ
ジェクト」を中京医薬品（愛知）、パ
ンのアキモト（栃木）、ヒューマンブ
リッジ（韓国）の協力によりスタート
します。プロジェクトでは、避難所な
どから仮設住宅に入居された被災者に
対して、風邪、頭痛、胃腸などの常備
薬一式を入れた「置き薬」（約７千円）
を無償提供し、２年間にわたり追加で
使用した薬代金も当機構側で負担しま
す。薬の補充は中京医薬品が被災者を
個別訪問して行い、被災者の健康状況
も確認します。また、緊急時の備蓄用
の食品として３年間保存がきくパンの
缶詰５缶セット（４千円）も提供、大
規模な余震などでライフラインに支障
が出た場合の緊急食料として活用して
いただきます。

小学生対象に夏キャンプ！
　当機構では７月 25 日〜８月６日、
被災地の小学生を対象にした「子ども
サマーキャンプ」を山形県の月山ポレ
ポレファームにて行います。期間中は、
一回につき 25名を定員として２泊３
日のキャンプを４回実施します。キャ
ンプの運営には、東京キリスト教大学
などの学生ボランティアも参加しま
す。参加費用は全額当機構が負担しま
す。参加申し込みは、当機構東北事務
局電話 022（217）4611 まで。

FAX・072-920-2155
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》》300万人近くが飢餓状態に《《
　国土の３分の２が砂漠の西アフ
リカのニジェールでは、300万人
近い人々（国民のおよそ５分の
１）が飢餓に苦しんでいます。ニ
ジェールは厳しい旱魃の後、昨年
過去最悪の飢餓状態に陥りまし
た。日本国際飢餓対策機構は昨
年、1,200家族の食料を支援しま
したが、現在この地域の人たちの
食料はほとんど底をついており、
１日１食しか口に入れることが出
来ません。

穀物価格が急騰

　今年も状況が悪化するのは確実
です。というのはまず穀物の値
段の高騰があります。ニジェー
ルの人々の主食キビは、市場で
100㎏入りの袋が20,000フラン
（約3,500	円）になりました。
数ヵ月前まで10,000フラン（約
1,800円）で売られていたもので
す。

　人々は自らの食料をもとめて、
また家畜に食べさせるために、
土地から土地へと移り歩き、あ
る人々は大きな町に、また不安定
な政情にある隣国ナイジェリアに
やむなく移住する人々もいます。
　一方西ニジェールのベニン北部
では、大洪水による食料危機が起
こっており、ここにも支援が必要
となっています。
　当機構は、現地協力団体バルナ
バス・ファンドと共に、この地域
のリーダー	Jacques	Kangnide
師を通して今後3,500家族に食料

支援（約1,000万円分）の支援を
行う予定です。
　飢餓に苦しむ300万の西アフリ
カの人々を思うとき、ハンガーゼ
ロ・アフリカ運動に協力して下
さっているサポーターの皆様と共
に、できるかぎりの支援を続けら
れたらと願います。
　ハンガー・ゼロ　サポーターは
現在1,351口の支援を頂いていま
す。サポーターの輪が広がり、さ
らに多くの人々に食料を届けるこ
とが出来るようご協力をお願いい
たします。

Republic of the Philippines

　アネス・エイズマはこの春ハイ

スクール（日本でいう中学校、4

年制）を卒業しました。卒業式に

出席させていただきましたが、私

たちも感謝で胸がいっぱいでし

た。ご両親は内縁関係で、お父さ

んはいま一緒に住んでいません。

お母さんのところには決まった仕

送りがあるわけではなく、生活は

いつも苦しく、お米の収穫時には

お母さん，二人の弟そしてアネス

も働きます。1年の時、奨学金を

受けて他の村の学校に通学しま

したが、奨学金は1年で終わり、

2年の時は町の学校に通い始めま

した。途中、お父さんの暴力から

逃げ出すために家族でお母さんの

仕事が見つけられる村に転校。３

年の時、HOLPFIが保護者とジプ

ニードライバーの仲介、運営費の

一部を支援して始まったスクール

バスプログラムに参加、2年間は

家からスクールバスで学校に通う

事ができました。経済状況が厳し

く交通費が出せないかもしれな

い、と母親に言われた彼女は「歩

いてでも通学する」と宣言したそ

うです。

　彼女は意志が強く聡明でスクー

ルバスを利用する学生たちのグ

ループの中でリーダーの一人とし

て書記や会長の任を担い、活躍し

てくれました。コンピューターを

上手に使いこなすので、名簿、手

紙、契約書の作成は彼女が一手に

ひきうけていて、よく事務所に来

てコンピュータに向かっていまし

た

　彼女は2009年にはHOLPFIの

支援でクリスマスのお祝いをした

ので、2010年は学校に行く時に

もらう食費から１日１ペソ　を貯

めませんか、と総会で提案しま

した。HOLPFIにも親にも頼る事

なくクリスマスのお祝いをするた

めでした。でも保護者の反対に合

い、この計画は承認されず、くや

しさに目に涙を溜めていました。

私たちにとって子どもたちが６ヶ

月先を見据えて、貯金を始める、

ということは画期的な事でした。

私自身は「やった！」と思いまし

たがそれは保護者には理解しても

らえませんでした。泣くのを我慢

しているアネスに「落胆しない

で、がんばろう」とあとで声をか

けるとこくりとうなずいていまし

た。助けて下さる神様を信じ、い

つも前向きです。

　4月から小学校時代の先生の奥

さんの紹介で奥さんの妹さんの家

でお手伝いさんとして仕事を始め

ました。或は大学への道が開ける

かも知れません。ITを学びたい、

というのが彼女の願いです。

　開発に取り組むとき、必要なの

は新しい考え方、方策に耳を傾け

ること、また勇気を持ってそれに

チャレンジする事です。この点若

い人たちは新しいことに対して開

かれています。アネスを見ている

と希望が湧いてきます。　

◦酒井慶子◦
2008年４月、夫の酒井保とと
もに持続可能なコミュニティー
開発に取り組むためフィリピ
ン・ミンドロ島に赴任。スタッ
フトレーニング、少数民族の識
字教室などに関わる。

2011.７
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サンアンドレスの人々
フィリピン駐在スタッフ  酒井慶子
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●ハンガー・ゼロ・サポーターのお申し込みは、専用ウエブサイト http://www.jifh.org/hungerzero/　からもできます
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　夕刻６時半、二ジェールの首都から1,000㎞、ナイジェリア国境
まで20㎞の村にあるアエシャさんの家では、10人の子どもが食物
を待っています。今晩もほうれん草に似た味のする葉っぱ（写真
参照）の煮物です。これが今日口にする唯一の食べ物なのです。
　この地域の20万人以上の人々がこのような食事でこの半年間、
命をつないできました。政府は種などの支給を約束しています
が、収穫までには時間がかかり育つ保証もありません。

ニジェール

国連のレポートから
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			ボランティアとして参加させてい
ただき約２ヵ月が経とうとしていま
す。主に東松島市東

と う な

名、新
しんとうな

東名地域
で活動し、仕えることのできる喜び
を感じています。
　当初、家々を訪れると津波の跡が
まだくっきりと家の外壁、内壁に

残っていました。ある家では１階の
すぐ天井下まで津波の痕跡がありま
した。地震や津波で被災した自宅の
再建は被災者に重くのしかかる課題
になっています。修理や建て替えの
経済的な負担は大きく、残った家の

２階や一時的避難先や仮設住宅など
で暮らしながら模索しているのが現
状です。その背景には、この地域は
住めるかどうかの建築制限の内容が
９月まで明確にならないことや修理
費用が高額で支給される修理費でも
ほとんど賄えないことがあります。
　私たちのここでの活動は主に地元
の教会、ＮＰＯのボランティアと一
緒に働き、地域の人々に仕え、出来
る限り現地の必要に応えていくこと
です。
　津波による屋内浸水には、下水や
汚水や重油や様々な菌といった不衛
生な物が混ざっており、それらがヘ
ドロとなって床上下、内壁等に入り
込み、取り除かないといけない環境
にあります。庭の掃除、海水による
一面菌だらけの内壁を剥がすこと、
電動ノコやバールで床をめくり基礎
のヘドロ出し（時に剥がさず潜るこ
とも）、その後の石灰による除菌、
また必要に応じて床の仮止めコンパ
ネを張ること、これらが特に応急修
理として必要とされ、少しでも負担

を軽減して被災者に寄り添うことが
求められています。
　ある方が言いました。「この全壊
の家を見ると一人ではやる気も、生
きる気力も無くなるよ。でもみんな
がこうして手伝ってくれることに
よって励まされ前に進むことができ
る」過酷な環境で生きている人から
のこの言葉は実は私を励ましていま
した。
　私は家族や人々から今まで多くの
愛を注いでいただいてきました。そ
の愛を今東北の地で自分の出来る限
りの愛を注いでいけたらと願ってや
みません。
(大工ボランティア　川口　真）

　仙台の物資倉庫には、震災発生か
ら今まで途切れることなく、たくさ
んの支援物資が届き、多くのボラン
ティアの方々が足を運んで下さって
います。
　１ヵ月近く滞在してくださる方、
早朝到着後に日中活動して、夜行バ
スで帰る方もおられます。そして国
内だけでなく、韓国、カナダ、米国
からも来てくださっています。ボラ
ンティアの方々は口々に「惨状の大

きさに、自分のしている事があまり
にも小さく何の役にも立っていない
気がする」といわれます。たしかに
被害は甚大です。けれども床下から
泥が掻きだされ、庭の瓦礫がどけら
れ、食べ物が提供される等、皆さん
の支援によって被災された方々の昨
日の状況からの変化は本当に大きい
一歩なのです。
　遠方から多くの犠牲を払って、
東北の為に働いて下さる皆さんを
見て、仙台に住む者として、また
JIFHスタッフとして「ありがと
う」という言葉では表しきれない気
持ちをどう伝えればいいのか分から
ずにいます。何でこんなにも多くの
犠牲を払ってくださるのか、何でこ
んなに愛されているのかと思うと自
然と泣けてしまうのです。

　今後も私たちは、東北事務局を
拠点として、被災者の方の大きな
変化の一歩を担い続けることがで
きるように、しっかりと根をおろ
して働きたいと思います。

（東北事務局　伊藤　綾）

　５月27日に東京練馬文化セン
ターで、ハンガーゼロ・チャリ
ティーコンサートに仙台から行って
きました。普段は仙台の卸町倉庫で
支援物資の仕わけボランティアをさ
せていただいています。
　1人１人のアーティストの方々か
ら素晴らしい歌声を、また芝居を通
して、とても力をいただけたと思い
ました。そして、この震災で被災し
た東日本のために本当に多くの方々

が祈り、支援してくださっているこ
とも深く感じることが出来ました。
　特に印象的だった「イ・ヒア」さ
ん。彼女は４本指でピアノを演奏
し、また歌声も聞かせてくださいま
した。明るく前向きでユニークな
トークと魂を揺さぶる力強い演奏で
会場を魅了していました。
　彼女が演奏した曲の中に、２年前
に亡くなった母が好きだった曲が
あって、僕は思わず母を思い出し泣
きました。また震災で被害を受けた
方々を思い、目頭が熱くなってしま
いました。僕自身は全く被害がな
く、まわりで何名か親戚や家族を亡
くされた方がいました。その人々の
ためになにか出来ないかと、参加さ
せていただいたのが倉庫でのボラン
ティアでした。色んなことを考え
て、また色んな方を思い、胸がいっ

ぱいになってしまいました。
　しかし、イ・ヒアさんの演奏はそ
れさえも越えて、僕の心に確かに強
く響いてきたのです。神様の愛を深
く感じることができました。本当に
行ってよかったと、月並みな感想で
すが、そう感じました。
　仙台での復興支援はまだまだ必要
です。今後も応援をよろしくお願い
します。僕も倉庫ボランティアとし
て被災者の皆さんの復興を精一杯応
援していきたいと思います。
（倉庫ボランティア　田口　創）

漁
師
の
壊
れ
た
家
か
ら
大
切
な
地
引
き
網

を
取
り
出
す
作
業
を
助
け
る
、
も
う
一
人

の
大
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
筒
井
さ
ん

仙
台
事
務
局
に
届
け
ら
れ
た
宮
古
市
田
老
地
区
避

難
所
の
被
災
者
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
に
は
再
起
へ

思
い
が
多
く
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た

東
京
コ
ン
サ
ー
ト
に
仙
台
か
ら
参
加
し

た
田
口
さ
ん
㊧
と
佐
藤
さ
ん
親
子

伊
藤
ス
タ
ッ
フ
㊨
成
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　集計：79,511,506 円
（５月末現在、国内と海外の合計）

　　内訳　国内　47,085,277 円
　　　　　海外　32,426,229 円
　●募金の送り先は
　　郵便振替 00170-9-68590
　　日本国際飢餓対策機構
　　記入欄に ｢東北地震｣ と明記。

緊急支援募金
感謝致します

●緊急支援で配布した主な品目
【食料品／飲料水】
パン、冷凍パン、米、緑茶、水、調味料、粉ミルク、ジュース、ミルク、チョコパイ、長い
も、ポン菓子、のり佃煮、チーズ、カップ麺、焼き鳥、アイスコーヒー、マヨネーズ、お菓
子、油、缶詰、スポーツドリンク、離乳食、肉、納豆、卵、りんご、メロン、みかん、すい
か、野菜（キャベツ、ピーマン、にら、さつまいも、トマトほか多品種）
【生活用品／衣類そのほか】
衣類、綿棒、文房具、コンパネ、タオルケット、シーツ、バスタオル、自転車、柔軟剤、電
子レンジ、鍋セット、包丁、湯のみ、タオル、布巾、はさみ、下着、歯ブラシ、時計、衣類
洗剤、石鹸、シャンプー、リンス、電池、ユニットバス、ベッド、介護用ポータブルトイ
レ、本、玩具、布団セット、消毒液、ガムテープ、ウエットティシュ、サプリメント、長
靴、生活セット、ハーブリース、蚊取り線香、断熱材、掃除機、扇風機、カレンダー、ガス
コンロ、介護用品、建築資材、マスク、雑巾、大人用子ども用オムツ、赤ちゃん用品、ペッ
トフード、長靴、ゴム手袋、三輪車、カセットボンベほか。

■緊急支援物資配布地域
〔宮城県〕
	 仙台市（若林区、宮城野区、泉区、
　　　　　太白区）
　東松島市、石巻市、気仙沼市
　女川町、志津川町、多賀城市
　利府町、山元町、亘理町
　名取市ほか

〔岩手県〕
　釜石市、陸前高田市、大槌町、
　大船渡市、遠野市ほか
※物資の配布は、当機構やボランティ
アが被災者にお届けしたり物資倉庫で
被災者にお渡しする形で行いました。

ハンガーゼロ・チャリティーコンサートの募金総額は1,288,496円でした。ご協力感謝します。

　仙台市若林区にある当機構の支援
物資倉庫には、毎日120〜160組の
方々が来られます。津波で家を失っ
た方、仮設住宅に入居された方、避
難所に入れずアパートや親戚の家な
どで生活している方々で、倉庫には
行列ができるようになっています。
宮崎や愛知の農家から届く野菜、日
本のあちこちから送られてくる衣類
や食糧、日用品、それらが夕方には
ほとんどなくなることもあります。
　６月６日、アメリカから支援物資
が大量に届きました。水、靴下、子
どもと大人用オムツ、キルト、バッ
グ、文房具、おもちゃなど種類も多
岐にわたっています。支援物資を手
にみなさん「すごい！」と感嘆の
声。物資にはメッセージが書かれ、
手作りとわかる物を手にすると自然
にみんなの表情が優しく穏やかにな

ります。
　この支援物資はアメリカのオレゴ
ン州在住の鈴木さんご夫妻のよびか
けで届けられました。震災被害の日
本のために何か出来ないかとずっ
と考えておられましたが、近所に
も同じ思いの方がいることに気づ
き、REACH	JAPANという団体を
設立。その過程で当機構協力企業パ
ン・アキモトと出会い、今回の支援
が実現しました。
　被災された方々は、今日もさまざ
まな不安を抱えながら一生懸命生き
ておられます。ボランティアも一生
懸命働いています。そのボランティ
アのためにと、冷たいジュースやお
菓子の差し入れをして下さる地元の
方や炊き出しの後、避難所から出て
きて拍手と笑顔で見送って下さる被
災者の方々もおられます。

　みなさんのお手伝いに行った者
が、そのような優しさや厚意を受
け、感謝の気持ちに満たされて帰途
についています。自分のことだけで
はなく他の人の必要を考えて行動に
移すとき、心からの支援と絆が生ま
れることを日々体験しています。
（緊急支援担当　向頭、吉田）

津波で浸水した住宅の床下の泥出しをするために１階の床板を
はがす川口ボランティア㊨、作業は住人立ち会いで進める

仙台の物資倉庫では被災者との心の交流も生まれつつある。
物資倉庫は、宮城県亘理地区にも新たに設置しました

素晴らしい演奏をされたイ・ヒアさん㊧と上原令子親善大使㊨

ヒアさんの生きる姿勢に心打れた

物資支援を通して心の交流も

皆さんの愛の行動に押し出されて

住宅補修応援で被災者の負担軽減
東日本大震災支援活動報告



　世界食料デー芦屋大会実行委員会では、昨年10月に第20回「芦屋国際児童画展」を開催、
日本の子どもの絵と共にフィリピン、バングラデシュ、カンボジア、ウガンダ、ボリビアの
5ヵ国から送られた児童画を、JR芦屋・駅前広場地下部で展示しました。
　昨年のテーマは「毎日食べているもの」でした。絵を描いてくれた開発途上国の子どもた
ちへプレゼントとして、株式会社サクラクレパスが絵の具やクレヨンなど画材を提供して下
さっています。毎年審査員のコメントと共にこれらの画材が贈られます。
　プレゼントを受け取ったボリビアの子どもたちから、感謝の手紙が届きましたのでその一
部をご紹介します。

飢餓対策
NEWS

６

Qシカゴでいつ日本の地震のこと
をお知りになられましたか？
　朝の４時半頃に地元の24時間
ラジオWBBMから電話がかかっ
てきました。「小針さんは日本人
だから、日本の地震の情報に詳し
いのではないか」ってね。実は私
の母は福島県に住んでおり、その
時点では安否すらわからなかった
んです。母は福島原発から80キ
ロメートルのところに住んでいる
のですが、無事が確認できたのは
地震の３、４日後でした。そのと
き母は弟のところに身を寄せてい
ることがわかり無事が確認できま

した。しかし、母から宮城県石巻
市の親戚が津波で流されたことを
聞きました。

Qその後どうされましたか？

　先のラジオ局に「ぜひ日本のこ
とを伝えて欲しい」」と頼まれて

いたので、ラジオで自分の親戚が
いま行方不明であることを伝えて
ぜひ祈ってくださいとお話しまし
た。そうしたら放送後に「この地
区に日本の地震の被災家族がい
る」ということで思いもよらない
反響がありました。地元の韓国教
会から「ぜひ教会にきて地震のこ
とやあなたの家族のことを話して
ください」と言われたので、家内
と二人で出かけて10分ほどお話
しました。そうしましたらすぐに
シカゴの100の教会から日本のた
めの救援金を集めるとの申し出を
受けました。本当にびっくりしま
した。郵便局では女性局員さんに
「小針さんですね。お母さんのた
めに祈ってます」と涙を流して声
をかけられたり、ミシシッピーの
59才の全然知らない女性の方か
ら「私の家に部屋があまっている
のでお母さんを呼んであげて」と
言われ、それを福島の母に電話で
伝えると泣きながら感謝していま
した。
　避難生活している母のことも気
がかりですし、石巻の親戚２名は
亡くなったことがわかり、その親
族の慰めのためと、米国で集めら
れた救援金をもって、被災者支援
を続けているキリスト教会の活動
を応援しようと思い「石巻キリス
ト教会」（伊藤諭牧師）を訪ねま

した。その時に被災者支援活動を
応援しているJIFHの清家さんと
も出会いました。

先生！祈ってください

　訪ねた女川の避難所ではちょう
ど被災者を励ますためのクラシッ
クコンサートが行われおり、近隣
から100名位の皆さんが集まって
いました。コンサートの後、挨拶
の機会があり、その後「先生祈っ
てください」と声をかけられ突然
でしたが、「神様どうかこの人々
にあなたの愛の光をあててくださ
い」と祈らせていただきました。
その時、ほんとうに来会された多
くの人々が涙を流され、私も神様
を信じたいと言われました。私も
涙を流しながら「この人たちのた
めに祈って助けていかなければな
らない」と強く思わされました。

❖　❖　❖　❖
　小針牧師は翌日、亡くなれた親
族との対面の際にも、祈りを共に
する機会が与えられ、皆で手をつ
ないで祈りながら家族を励まされ
ました。
　当機構の被災者支援活動には、
国内とともに日本の復興のために
米国や韓国、マーレシア、フィリ
ピン、タイからも大量の物資や資
金協力が寄せられています。
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石巻キリスト教会は、震災直後から被災者への物資配給、炊き
出し、心の癒しを続けている。このため当機構は、物資の提供
や建物の補修工事を行ってその活動を応援しています。写真は
修復を終えた最初の日曜礼拝、近隣から被災者も多数参加した

世界里親会

活動地のこども

●子どもたちは里親さんを待っています。お申し込みは大阪事務所  電話072-920-225まで。

ボリビアの子どもたちから

感謝の手紙
5 5 5 5 5

が届きました‼

♥Florentino	Nina	Choque君
プレゼントとコンテストをあり
がとうございました。僕は、時
間がある時に近くの風景の絵を
描いています。どうかこの働き
を続けて下さい。

♥Miguel	Angel	Diaz	Callaguara君
まず神様に、それから飢餓対策
機構に感謝します。近所の子ど
もたち全員が飢餓対策機構の支
援を受けられるといいのに。愛
をこめて。（参加賞）

♥Marisol	Flores	Huallpa	さん
プレゼント、とてもうれしいで
す！はげみになります。来年も
描きたいと思います。

♥Lucy	Mamani	Padillaさん
とってもすばらしいクレヨンを
ありがとうございます。大切に
使います。来年は一等賞がもら
えるようにがんばります。神様
の祝福がありますように。

♥Max	Edwin	Fernandez	Ticona君
日本のみなさんこんにちは、プ
レゼントをもらって嬉しいで
す、とても感謝しています。僕
はボリビア、ラクヨのチャヤに
住んでいます。（参加賞）

芦屋市教育委員会賞芦屋市長賞

銀賞

昨年の芦屋国際児童画展

　米国のシカゴ日本人教会の小針牧師は、東日本大震災で福島県の
母と宮城県の親族が被災、突然の地震と津波、原発事故の知らせで
心揺れ動く中で地元ラジオに出演されました。それをきっかけに地
元キリスト教会や見知らぬ個人から多数の支援の手がのばされたこ
とを大きな励みとして、現在、シカゴから東日本大震災の被災者へ
の応援を飢餓対策機構とともに継続しておられます。

「日本の地震被害の現状を伝えて…」
米国在住日本人牧師に支援の申し出が相次ぐ


